
文部科学省　国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター　初版発行 平成30年5月

キャリア・パスポートで

日々の授業をつなぐ
～ 秋田わか杉「キャリアノート」

『あきたでドリーム（AKITA de DREAM）』と
大館ふるさとキャリア教育より～

キャリア教育リーフレットシリーズ 特別編

今回は秋田県,大館市 の事例です！

キャリア・パスポート 特別編3



大館市と大館ふるさとキャリア教育 

　キャリア教育リーフレットシリーズ 特別編 キャリア・パスポート特別編第3号では秋田県大館市の大館ふるさと
キャリア教育とその中で行われている「キャリアノート」の取組を御紹介します。
　秋田県では，教育庁が平成24年度に，わか杉っ子の「キャリアノート」『あきたでドリーム（AKITA de DREAM）』を
作成し，以後，全県下の小学校・中学校においてその活用を図っています。
　本号で紹介するのは，こうした全県共通の「キャリアノート」と，各校で取り組まれている日々の振り返る力の育成
を関連付け，時にファイル・ポートフォリオ等も併用しながら，子供たちのキャリア発達を促している取組です。

　大館市は秋田県北部に位置しており，市立小学校17校，市立中学校8校を数えます（平成30年4月現在）。
　市内の全小学校・中学校で，「大館ふるさとキャリア教育」を学校経営の柱に据え，取り組んでいます。

　人間的基礎力，大館市民基礎力，大
館市民実践力を，段階を追って培う
ことを念頭に，授業を行っている。
授業の最後に振り返りを行い，自己
の成長やなりたい自分の姿に気付く
ように促している。

　地域・企業が行う仕事やイベント
のお手伝い，ボランティアへの参加
などの体験を行っている。体験した
内容は，実績を記録するための「キャ
リア・カード」＊に記載され自身がど
のような活動をしてきたかがわかる
ようになっている。
＊職業体験ボランティア

　「未来大館市民の育成」を理念とし，おおだて
型学力（自立の気概と能力を備え，ふるさと
の未来を切り拓く総合的人間力）を培うこと
を全ての教育活動を通して行っている。
　おおだて型学力を鍛える授業や，子ども
ハローワーク，百花繚乱作戦といった活動に
よって，日々の授業や，体験的な活動などを
通じて多面的に働きかけている。

毎時間，毎学期，毎学年で培った振り返る力と，

キャリア・パスポートをつなげる
― 秋田わか杉「キャリアノート」『あきたでドリーム（AKITA de DREAM）』と大館ふるさとキャリア教育の取組に学ぶ

おおだて型学力を

鍛える授業
子どもハローワーク

　各校が地域の教育資源を生かし，
児童生徒が自分たちの地域に目を向
ける機会となる学習活動を各校独自
に実施している。地域でのボラン
ティアや，地域の特産物の栽培・販売
等といった，各校ならではの取組を
地域と一体になって行っている。

百花繚乱作戦

おおだて型学力
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おおだて型学力を鍛える授業

子どもハローワーク

百花繚乱作戦

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●大館市独自の
理念なんだね！
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　城西小学校では，「算数の振り返り」を行っています。低学年では右

に示した項目によって振り返りの手掛かりを児童に示しますが，学年が

上がるにつれて子供たち自身の発想で振り返りを行うように促します。

　日々の授業で培った振り返りの力を，他の様々な活動場面でも発揮

するように教師は促していきます。例えば，異学年交流の場面では，上

級学年の児童が振り返りを行う様子を下級学年の児童に見せ，自身の

今後を見通す機会としても位置付けています。

　こうして培われた振り返る力を基盤に，「キャリアノート」に記録が蓄

積されていきます。

　大館ふるさとキャリア教育においては，各校種において，全教育活動をキャリア教育の視点から進めていきます。

そうした日々の児童生徒の変容・成長を，「キャリアノート」に蓄積していきます。

児童生徒の「振り返る力」の成長に伴走するように，

「キャリアノート」へ記録を蓄積していきます。

こうした大館ふるさとキャリア教育の中で，

「キャリアノート」はどのように活用されているのだろう？Q.

A.

　下川沿中学校では「追究型学習」の発想に立ち，右に示した3つの

ことを，各教科・領域の中で実践しています。

　こうした授業の中で毎時間行われるリフレクション（振り返り）や，「特

活ファイル」，「総合ファイル」への記録などを通して，小学校で培った

振り返る力を更に伸ばしていきます。

　第2学年の「総合的な学習の時間」では，年度当初に「キャリアノート」

に記した「なりたい自分」を踏まえ，「特活ファイル」，「総合ファイル」を

用いて具体的に自身の成長を把握させ,リフレクションの時間におい

て第3学年を見据えて今後の生活を見通すといった授業を行ってい

ます。

城西小学校 ― 「算数の振り返り」例

下川沿中学校 ― 毎時間と学期，学年単位のリフレクションをつなげる例

振り返りの活動が
ずっと続いていくんだね！

「算数の振り返り」
・新しく気付いたこと
・自分の考えがかわった理由
・友達の考えを聞いて思ったこと
・学び合いを通して感じたこと
・次に学びたいこと

提示課題を用いた
リフレクション

追究，実験，比較，検討，
  発表などの学習活動の導入

追究型の
学習課題の設定
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毎時間，毎学期，毎学年で
培った振り返る力を生かす

　もし,キャリア・パスポートに関わる取組を子供たちに「学期末や年度末に1時間だけを使って書かせて終わり」

という内容にするなら，とても負担感が多いものになってしまうことでしょう。何もせずに学期末や年度末を迎え

てしまうと，子供たちの記憶も薄れてしまっており，なかなか書けずに苦しむ子も出てきてしまうかもしれません。

　むしろキャリア・パスポートを活用していく上では，日々の教育活動の中で培われていく振り返る力と関連付

けることを意識したいところです。これは新しいことを始めるというわけではなく，各教科・領域における活動の

中にある，自身の考えを振り返ったり，表現したりする機会を活用することを意味しています。

　例えば，大館ふるさとキャリア教育では，各校の日常の中で行われる振り返り（各教科等の授業やファイルへの

活動記録のまとめ等）と，その場面で培われた振り返る力を基盤にしながら，「キャリアノート」を書くことが行われ

ていました。こうした日々の活動と，ある程度の時間を取ってキャリア・パスポートを書く活動とを，キャリア教育

の視点から一体的に捉え，いずれも振り返る力を培うものとして計画類に位置付けることが大切です。

　キャリア教育リーフレットシリーズ 特別編のキャリア・パスポート特別編 第1号でも御紹介したとおり，2020

年からの学習指導要領においては，振り返りが重視されています。また，同学習指導要領が何を学んだかととも

に，何ができるようになるかも意識されていることに鑑みれば，日々の授業でできるようになった「振り返り」こそ

がキャリア・パスポートを書くための基盤になるよう，意識しつつ指導することが大切です。
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